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宮城県北部地域におけるＭＴ法による比抵抗構造調査

Magnetotelluric Survey in the Northern Miyagi Area
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1 9 6 2年にM 6 . 5の被害地震が発生した宮城県北部地域において、’9 3年および’9 8年にM T法調査を実施した。’9 3
年の調査では、本調査地域西側の深度2 k m付近から高比抵抗層が存在し、それは西へ傾斜して徐々に深くなって
いることが推定された。この高比抵抗層の分布は高重力異常とも一致している。そしてその高比抵抗層の下には
低比抵抗層が存在し、両者によって形成される比抵抗不連続線は微小地震の震源分布と非常に良く調和している
ことが明らかとなった。’98年の調査結果は講演において報告する。

宮城県北部地域は、 1 9 0 0年にＭ7.0, 1962年にM 6 . 5の地震が発生し、現在も浅発微小地震活動が極めて活発な地
域である。本地域では東北大学により微小地震観測が実施され、河野他( 1 9 9 3 )では1 9 6 2年宮城県北部地震が西北西
下がりの断層面に沿って発生し、現在の微小地震活動はその余震活動であり、断層面上またはその北側への延長
上で発生していることが示された。また河野他( 1 9 9 7 )は西側に向かって大きく傾斜した微小地震の震源分布が西端
で水平に分布していることを示し、さらに震源域の下約1～2 k mにS波反射面の存在を推定している。我々は1 9 9 3
年の本地域における地殻比抵抗研究グループによる共同観測の中で、５成分M T法観測を北東方向に配置した７測
点で実施した。測定データは調査地域の北側を走る直流電車から発生するノイズに激しく汚染されたが、リモー
トリファレンス処理によりS / N比を向上させることができた（内田・光畑, 1 9 9 4）。このM T法調査の結果、調査地
域西側の深度2 k m付近から高比抵抗層が存在し、それは西へ傾斜して徐々に深くなっていることが推定された。
この高比抵抗層の分布は三品( 1 9 9 2 )で報告されている高重力異常とも一致している。そしてその高比抵抗層の下に
は低比抵抗層が存在し、両者によって形成される比抵抗不連続線は微小地震の震源分布と非常に良く調和してい
ることが明らかとなった。このような比抵抗の不連続と震源分布との一致は長野県西部地域においても飯尾他
(1998)により報告されている。昨年、我々は本地域において既存測点における再測定も含めたMT法調査を実施し、
新たに５測点を追加した。測定機器の不調でリファレンス処理ができなかったにもかかわらず、良質なデータが
取得できた。データは、’9 3年の調査データを補間したような滑らかな変化を示し、前回の結果をさらに信頼のお
けるものへと改良してくれることを期待させている。本講演ではさらに詳細な２次元解析結果および地質構造、
地震活動との関係についての推定結果について報告する予定である。


